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強
い
繁
殖
力
、山
中
に
も

西
川
町
の
大
井
沢
温
泉
「
湯
　
「
毎
年
抜
い
て
も
生
え
て
く
る

く
、爆
発
的
に
増
え
始
め
る
と
。

つ
た
り
館
」
か
ら
、
深
緑
に
包

ん
だ
」
。
朝
日
庄
内
森
林
生
態

抜
い
て
も
す
ぐ
に
生
え
て
く
る

ま
れ
た
山
あ
い
を
車
で
走
る
こ

系
保
全
セ
ン
タ
ー
の
中
嶋
一
所

と
い
う
。
遠
く
人
里
離
れ
た
山

と
約
4
0分
。
朝
日
町
の
朝
日
鉱

長
は
作
業
の
手
を
止
め
、
こ
う

中
に
も
外
来
植
物
は
侵
入
し
、

泉
に
通
じ
る
山
道
脇
で
2
7日
、

話
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
の
多
様
性
を
脅
か
し
つ
つ

特
定
外
来
生
物
「
オ
オ
ハ
ン
ゴ
　

北
米
原
産
で
多
年
草
の
オ
オ

あ
る
。
こ
の
日
は
、
１
時
間
以

ン
ソ
ウ
」
の
除
草
が
行
わ
れ
た
。

ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
は
繁
殖
力
が
強

上
作
業
し
、
大
き
な
ポ
リ
袋
約

一
ご
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０ １

０７ １

４ １
一
瀾

６
袋
分
を
掘
り
取
っ
た
。

除
草
を
行
っ
た
場
所
は
、
動

植
物
の
保
全
な
ど
を
目
的
に
国

が
設
定
し
た
「
朝
日
山
地
森
林

生
態
系
保
護
地
域
」
の
中
。
懸

命
な
防
除
活
動
で
、
拡
大
を
防

ぎ
、
生
態
系
に
大
き
な
影
響
が

出
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
の
が

現
状
だ
。
　
　
（
小
田
信
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続
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｡生態系クライシス ，

Ｉ
面
か
ら
続
く

オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
は
明
治
初

期
に
観
賞
用
と
し
て
国
内
に
持
ち

込
ま
れ
た
。
県
内
で
も
各
地
で
見

つ
か
っ
て
お
り
、
朝
日
山
地
で
は

2
0
1
7
年
８
月
に
朝
日
庄
内
森

林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
の
職
員

が
生
育
を
確
認
し
た
。
種
子
が
風

に
飛
ば
さ
れ
る
な
ど
し
て
侵
入
し

た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。

種
子
や
根
か
ら
増
え
る
の
が
特

徴
で
、
種
子
は
地
面
に
落
ち
た
後

も
数
年
間
は
発
芽
能
力
が
あ
る
。

ま
た
、
根
の
一
部
が
地
中
に
残
っ

て
い
る
と
、
再
び
新
た
な
芽
が
出

け 地道に防人手か
1
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て
く
る
の
が
厄
介
で
、
文
字
通
り
　
タ
ー
の
ほ
か
、
県
山
岳
連
盟
や
県

根
絶
さ
せ
な
け
れ
ば
、
完
全
に
取
　
渓
流
釣
り
協
議
会
な
ど
か
ら
９
人

り
除
く
の
は
難
し
い
。
除
草
剤
は
　
が
参
加
し
た
。
以
前
は
開
花
期
の

有
効
だ
が
、
朝
日
山
地
で
は
環
境

に
配
慮
す
る
た
め
使
え
ず
、
人
手

で
防
除
す
る
し
か
な
い
。

2
7日
の
除
草
作
業
に
は
同
セ
ン

７
～
８
月
に
行
っ
て
い
た
が
、
成

長
し
た
根
を
掘
り
出
す
の
が
大
変

な
た
め
、
今
は
株
が
小
さ
い
間
に

除
去
し
て
い
る
。
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こ
の
時
期
は
ヨ
モ
ギ
と
見
た
目

が
似
て
い
る
。
葉
の
裏
の
色
合
い

で
見
分
け
る
。
全
体
的
に
白
色
な

ら
ヨ
モ
ギ
、
光
沢
が
あ
れ
ば

オ

オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
だ
。
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し
て
４
年
目
の
鈴
木
正
同
協
議
会

長
は
「
以
前
よ
り
は
だ
い
ぶ
減
っ

た
。
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
て
い

る
」
と
、
明
る
い
兆
し
を
感
じ
取

る
。
同
セ
ン
タ
ー
の
中
嶋
一
所
長

の
株
が

ヨ
モ
ギ
な
ど
に
紛
れ
て
　
は
「
外
来
生
物
の
駆
除
は
気
長
に

根
付
い
て
お
り
、
ス
コ
ッ
プ
片
手
　
続
け
る
し
か
な
い
。
朝
日
山
地
に

に
葉
の
裏
を
確
認
す
る
。
見
つ
け
　

被
害
が
及
ば
な
い
よ
う
に
作
業
を

‐‐‐

た
ら
周
辺
の
土
ご
と
掘
り
起
こ
　
続
け
る
」
と
力
を
込
め
た
。

す
。
実
際
に
掘
る
と
、
太
い
根
が
　
　
生
態
系
の
保
全
に
特
効
薬
は
な

深
く
伸
び
て
い
た
。
地
中
に
残
さ
　
い
。
地
道
な
努
力
が
生
物
の
多
様

な
い
よ
う
に
す
る
の
は
、
ひ
と
苦
　
性
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
そ

労
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
た
め
に
は
、
環
境
保
護
の
担
い

毎
年
同
じ
場
所
で
除
草
し
て
　
手
を
増
や
し
、
今
以
上
に
活
動
の

も
、
再
び
生
え
て
く
る
「
い
た
ち
　
輪
を
広
げ
る
必
要
が
あ
る
。

ご
っ
こ
」
の
状
態
。
だ
が
、
参
加
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朝日山地に侵入し、生態系への
影響が懸念されるオオハンゴン
ソウ
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